	園からこんにちは
	2026年２月号すみれ・ひつじ・ほし組
認定こども園ぶどうの木竜ケ崎幼稚園



	年主題
	ともに
	月主題
	つながりあう…すみれ
豊かになる…ひつじ・ほし


	聖　書
	わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。
（新約聖書ヨハネによる福音書１５章１２節）

	[bookmark: _Hlk183605960]月のねがい
すみれ組
	[bookmark: _Hlk202172479]・お祈りすること賛美をすること、聖書のお話を聞くことで神さまがイエスさまを通して私たちとつながってくださっていることを感じる。
・友だちと遊びを繰り返す中で相手の思いに気づく。自分の思いを伝えることを保育者とともに経験する。
・寒い中でも庭の木の芽など次の季節への準備がされていることに気づく。

	月のねがい
ひつじ組
ほ　し組
	・神さまの愛を感じ、友だちや家族、他者のために祈ろうとする。
・子ども同士で話合いやもめごとの調整をしながら遊びが豊かになり、その遊びが長くまた何日も続くようになる。
・寒さの中にあっても、日足が伸び、木々が時代に芽吹くことなどから春の準備が進んでいることに気づく。



（ママやパパたちへ）　２月の育ちのこころ…「ために」ではなく「共に」②
先月、「ために」ではなく「共に」とお伝えしました。覚えてくれていますか？
「共に」ってね、「受け入れる」ことです。
それが自分の考えや価値観と違っていても、否定したり自分に合わせさせるのではなく、まず認めること。
それが「共に」なのです。
「子どもには子どもの時間があり、大人には大人の時間がある」、このときにできるだけ子どもの時間に合わせてあげようとすること。これが、「子どもと共に」なのです。
『はやくはやくって言わないで』（作・益田ミリ、絵・平澤一平、出版・ミシマ社）という絵本があります。
はやくはやくっていわないで　　ひとつ　ひとつ　じゅんばん　ちがう
ぐずぐずしてる　きゅうけいしてる　　じーっとしてる
どうして　いそぐ　いそいで　どこいく
ひとつ　ひとつ　おおきさ　ちがう　　ひとつ　ひとつ　おもさがちがう
くらべられると　どきどきする　どきどきすると　どうなるの
どきどきすると　ひんやりする　　どきどきすると　ちいさくなる
まっくらで　かなしい　きもち
かなしい　きもちは　どこにいる　　ちかくで　でばんを　まっている
ひとつ　ひとつ　ちがう　　できること　ちがう
できることや　できなこと　　できないことや　できること
どうして　できないの？　ってきかないで
わからないこと　いっぱいある　　いえないきもち　いっぱいある
ひっぱらないで　　おさないで
ひとつ　ひとつ　ながさがちがう　　ひとつ　ひとつ　じかんがちがう
だからさ　あのさ　　はやく はやくっていわないで
ゆっくり　いくよ　　ゆっくり　おいで
わらったり　しない？　　わらったり　しないよ
まってて　くれる？　　まってるよ　　みんなで　いっしょ
絵本の帯には、「きこえていますか？この子の声、あの人の声、わたしの声」とあります。先月紹介した「子どもと共に『4か条』」と一緒に、この絵本のことばを繰り返して読んでほしいと願います。　（園長：飯塚拓也）
